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 平成 28 年度から、都内全公立学校において「オリンピック・パラリンピック教育」が開始されてます。 
学校教育支援の関係者を対象として「『東京都のオリンピック・パラリンピック教育』の具体化から学ぶ」

を、「取組に学ぶ」、「支援する取組に学ぶ」と 2 回にわけて開催しました。 

■対象                                           
◆東京都及び区市町村教育委員会職員（生涯学習・社会教育所管課及び指導室等）等 
◆区市町村教育委員会学校支援ボランティア推進協議会事業等学校支援所管部署担当者 
◆学校支援ボランティア推進協議会事業におけるコーディネーター 
（学校支援コーディネーター、地域コーディネーター等「学校支援ボランティア推進協議会事業」における小・中学校コーディネーター） 

◆地域教育推進ネットワーク東京都協議会会員団体 
 

第 1回 「オリンピック・パラリンピック教育」の取組に学ぶ 
第 1回では、「『オリンピック・パラリンピック教育』の取組に学ぶ」と題して、東京都教育委員会が進める

「オリンピック・パラリンピック教育」の現状、小学校・中学校における取組事例の報告を行い、「オリンピ
ック・パラリンピック教育」の目的や意義について学びました。 

■開催日時、開催場所                                    
平成２９年２月１４日（火） 午後２時から４時３０分まで 
TKP 新宿カンファレンスセンター ホール 4A 

■参加者                                          
行政関係者 ９名 コーディネーター３１名（小学校２４名、中学校７名） 
地域教育推進ネットワーク東京都協議会会員団体 １８名           計５８人 

■プログラム内容                                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

□事例報告 平成 28 年度オリンピック・パラリンピック教育重点校における取組 

 28年度に 100校が指定されているオリンピック・パラリンピック教育重点校の中から、重点的な取組内容と
して「ボランティアマインドの醸成」を掲げる小平市立小平第三小学校、「障害者理解の促進」を掲げる中央区
立晴海中学校に、それぞれ実際の取組について事例報告をいただきました。 

平成２８年度東京都教育委員会社会教育指導者研修「学校教育支援施策研修」（第１・２回）【報告】 

「オリンピック・パラリンピック教育」支援の可能性 
～『東京都のオリンピック・パラリンピック教育』の具体化から学ぶ～ 

事例報告① 「ボランティアマインドの醸成」 
屋代一明（小平市立小平第三小学校主幹教諭） 
秋本 理（小平市立小平第三小学校教諭） 

地域教育推進ネットワーク 東京都協議会メニュー  ＞ 地域・団体連携協働部会 

事例報告② 障害者理解の促進 
平野雅仁（中央区立晴海中学校副校長） 
上田純一（中央区立晴海中学校主任教諭） 

□講義 『東京都のオリンピック・パラリンピック教育』を通じて目指すもの 
  荒川元邦（東京都教育庁指導部オリンピック・パラリンピック教育推進担当課長） 
 オリンピック・パラリンピック教育の意義や目的、重点的に育成する５つの資質等につい

て解説しました。また、オリンピック・パラリンピック教育を推進するため、各学校に対し
て東京都が行っている「４つのプロジェクト」や公式サイト、学習読本・映像教材等のツー
ルなど、取組の全体像について紹介しました。 

晴海中学校が掲げる教育理念「共生」を具体化するための
「ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ教育」の位置づけの全体像を平野副校
長が解説しました。また、上田主任教諭からは、「共生」の

あいさつ運動や給食の配膳、片づけなど、日々の学校生
活をとらえなおし、児童が自主的に取り組む活動が広がっ
ている様子を、屋代主幹教諭から報告いただきました。ま

た、４年担任の秋本教諭から
は、「教育支援プログラム集」
を活用し、総合的な学習の時間
において「体験授業『バリアフ
リーアイデアを皆で考えよ
う!』」を、ＮＰＯとの連携で具
体化した実践を報告いただき
ました。 

理念を、前年度からの継続的な取
組、そしてリオのｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝ
ﾋﾟｯｸを軸とした、文化祭での劇、
道徳や各教科、ｵﾘﾝﾋﾟｱﾝ、ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟ
ｱﾝの講演、生徒会活動等全体を関
連させながら、「障害者理解の促
進」の具体化を図った実践を紹介
していただきました。 

 

(参加者アンケート感想から抜粋) 
・講義や事例を通してオリンピック・パラリンピック教育の目的や必要性を理解することができた。私の学校でも先生と相談し
てできる事をやっていきたいと感じた。(ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ) 
・オリンピック・パラリンピックの目標と学校教育目標の関係が相互に関連されている事が再確認できた。（ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 
・東京都のオリンピック・パラリンピック教育が、体系的に理解できた。（企業） 

http://www.syougai.metro.tokyo.jp/sesaku/schooling.html
http://www.syougai.metro.tokyo.jp/sesaku/net/netkyou0800.htm


2 

第２回 「オリンピック・パラリンピック教育」を支援する取組に学ぶ 
第２回では、「『オリンピック・パラリンピック教育』を支援する取組に学ぶ」として、企業とＮＰＯの２つ

の取組事例から学ぶ機会としました。 

■開催日時、開催場所                                    
平成２９年３月１４日（火） 午後１時３０分から４時３０分まで 
中野サンプラザ コスモルーム 

■参加者                                          
行政関係者 ６名 コーディネーター２５名（小学校２２名、中学校３名） 
地域教育推進ネットワーク東京都協議会会員団体 ５６名        計８７人 

■プログラム内容                                      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

□事例報告 

 「オリンピック・パラリンピック教育」をテーマとした中学校・高校向け教材を提供している企業と、パラ
リンピック競技団体の立場から小学校・中学校へ体験型ワークショップを提供しているＮＰＯから、プログラ
ムを開発した目的や、学校に提供してきたこれまでのプロセスについて報告をいただきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 それぞれの報告の後には、助言者の高秀章子（一般社団法人まなびの天才畑代表理事）、土屋由紀（NPO 法人世田谷まなびばネ
ット副理事長）と報告者が、学校にプログラムを届ける中での成果や課題についてやり取りを行いました。 

参考）関連サイト 
 

「東京都オリンピック・パラリンピック教育」公式サイト 
    東京都オリンピック・パラリンピック サイトです。目標や内容について情報提供をしています。 
「東京都オリンピック・パラリンピック教育」実施方針の策定について（平成 28 年 1 月 14 日） 

 東京都におけるオリンピック・パラリンピック教育を、都内全ての公立学校で展開していくための実施方針です。 
パナソニック オリンピックとパラリンピックを題材とした教育プログラム 

 パナソニック株式会社による教育プログラム紹介のサイトです。 
日本ブラインドサッカー協会 “スポ育”プロジェクト 

 NPO 法人日本ブラインドサッカー協会による教育プログラム紹介のサイトです。 

 

事例報告② ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ競技団体の立場から 
ブラインドサッカーを用いていかに体験型ワークシ
ョップ「スポ育」を開発し学校に届けてきたのか 

井口健司（特定非営利活動法人 日本ブラインドサッカー協会

OPEX部部長 兼 大会・地域連携事業部事業部長） 
           競技団体としてのミッションを背景に、「ブラインドサッ
カー」を用いた体験型ワークショップを開発するに至ったプ
ロセスを、参加者への問いかけや「スポ育」のミニワークを

□グループワーク 
 

(参加者アンケート感想から抜粋) 
・今後も、様々な形でのベタープラクティスが生まれてくると思うので、ぜひ今後も、このような場でシェア＆ディスカッショ
ンすることができればと思った。（ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ ﾊﾟｰﾄﾅｰ企業） 
・事例報告が、大変良かった。（ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 
・今回はオリパラ教育の内容でなく、支援の側の事例、大変参考になった。（行政担当者） 

事例報告① ﾜｰﾙﾄﾞﾜｲﾄﾞｵﾘﾝﾋﾟｯｸﾊﾟｰﾄﾅｰの立場から 

「ｵﾘﾝﾋﾟｯｸとﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸを題材とした教育プログラ
ム」を制作し提供する中で見てきたこと 

乾とし子（パナソニック株式会社ブランドコミュニケーション本

部 CSR・社会文化部 CSR・企画推進課 課長） 
 「オリンピックとパラリンピックを題材とした教育プロ
グラム」を開発した経緯、企業として掲げる理念の実現とし
ての教育支援活動の全容について、また動画でプログラムを

活用している学校関係者のコ
メントなども紹介していただ
きました。 
最も生徒を理解している先

生方に、本当に生かしてもらえ
るプログラムの開発、提供には
なにが必要なのか、取組の紹介
を通じて、問題提起をしていた
だきました。 

□展示資料 
 事例報告を受けて、テー

ブル毎に、感想や気づきに
ついてシェアをしました。
「企業間の連携も必要だと
感じた。このような交流は
大変参考になる。（参加企
業）」 

「オリンピック・パラリンピック学
習読本 小学校編・中学校編・高等学
校編」、ＤＶＤ「オリンピック・パラ
リンピック教育映像教材」・「広げよ
う！障害者スポーツ」、「教育支援プロ
グラム集」を展示しました。 

織り交ぜながら解説していた
だきました。 

なかでも学校が抱える課題

に耳を傾けて、大きくプログラ

ム内容を見直した経緯など、学

校を支援する側の基本的なス

タンスに関わるポイントに、気

づかせていただきました。 

https://www.o.p.edu.metro.tokyo.jp/index
http://www.kyoiku.metro.tokyo.jp/press/2016/pr160114b.html
http://www.panasonic.com/jp/corporate/sustainability/citizenship/child/education.html
http://supoiku.b-soccer.jp/index.html

